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　夏の日差しが降り注ぐなか、会場には様々な模擬店やゲー
ムコーナーが開かれてまつりを賑わせていました。
　午前と午後２回行われたあゆのつかみ取りでは、開始前か
ら大勢集まり、開始の合図と同時にお年寄りから子どもま
で、びしょ濡れになりながらも夢中になって捕まえていました。
　夕刻にはみこしや山車も繰り出し、花火の打ち上げられる
夜までまつりの賑わいは続いていました。
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（８月１４日　那珂川大橋周辺河川敷）

　夕暮れが迫る頃には、市内の方をはじめ、お盆で
帰省していた方やキャンプ客などで河原はいっぱい
でした。大勢が見上げる夜空に大輪の花が咲くと、
一斉に歓声があがって、観客たちは一瞬の美しさに
魅入っていました。
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（８月２０日　美和運動公園）

　会場の中央にはたくさんの提灯が飾られた巨大な
やぐらが組まれ、ステージ上での鷲子祭囃子やマジ
レンジャーショーなどをはじめ、子どもみこしなど
様々な催し物が行われ観客達を楽しませていました。
　また、日も暮れて堤灯に明かりが灯ると、あたり
は幻想的な雰囲
気に包まれ、最
後には花火の打
ち上げで盛大に
締めくくられま
した。
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　５３年の歴史あるまつりで、当日は、長倉小学校児
童による鼓笛隊のパレード、カラオケ大会やヨサコ
イ踊りなど様々な催しが行われました。
　華やかな七夕飾りが並ぶ通りは、まつりを楽しむ
人でいっぱいになり、花火が打ち上げられるころに
は、まつりも最高潮に達しました。

����������������������������������������������������������������������������������������
（８月７日　やすらぎの里公園河川敷）

　晴れ渡った夏空の下、弥七太鼓演奏や西消防署の
放水実技をはじめ、休耕田を利用したどろんこ遊
び、金魚やニジマスつかみなどの楽しいイベントが
盛り沢山に行われ、大人も子どもも暑さを忘れて楽
しんでいました。
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（８月２０日　東部コミュニティセンターグランド）

　世喜地区内の各種団体により実行委員を結成し、
市制施行記念と世代間の交流を目指して初めて開催
されました。
　会場に建てられたやぐらを囲んで、お年寄りから
子どもまで一緒になって盆踊りを踊り、年齢性別を
超えて地域の絆もいっそう深まったようです。
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� （８月２１日　富岡橋下河川敷）
　明るい社会づくりの会奥久慈ブロックにより開催され、明るい
社会の実現を願う式典の後に行われた灯ろう流しには地元住民の
方をはじめ子どもからお年寄りまで多くの方が参加し、平和や先
祖の霊供養、交通安全を祈願した灯ろうを流しました。
　川面に映る灯ろうの明かりのなか、花火も打ち上げられ多くの
人々の目を楽しませていました。
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　野口地区（御前山地域）内の内古屋自治会では、
毎年７月中旬に、野口小学校の敷地内にある祠の前
で「雷神講」という行事を行っています。今年は１８
日に、地元の皆さんが祠に集まって地域の安全を祈
願し、その後の祝宴で自治会内の親睦を深めました。
　もともと、徳川烈公（斉昭）の命で開校した郷校
「時雍館」で祭られていたもので、廃校になった後も
地元の内古屋自治会が引き継ぎ雷神講として続けて
きたそうです。
　祭られているのは「八雷皇大神」という雷神で、
そのおかげか、このあたりでは昔から雷の被害は聞
いたことがないということです。
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（８月２１日　那珂川大橋周辺河川敷）

　「水と親しみ、水を楽しむ」をテーマに開催されて
いるもので、当日は、川船乗船体験やカヌー下り体
験、魚のつかみ取りなど水とふれあえるイベントが
盛り沢山に行われました。
　また、様々なステージショーや模擬店などもあ
り、子どもからお年寄りまで、さわやかな川風の中、
水辺の１日を楽しんでいました。
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　恒例となった三美子ども会育成会による盆踊り大
会・カラオケ大会が８月１４日、三美公民館広場で開
催されました。今年は例年になく浴衣姿の方が多
く、１５０人ほどの区民の協力を得て和やかな和を作
ることができました。
　８月２０日には、小野子ども会と小野地区内の若い
方を中心に作られた友和会による「盆踊りとみんな
の集い」が小野運動公園で催されました。会場には
親睦をいっそう深めようと２００人を数える区民の方
が集まり、盆踊りやバーベキューなど盛り沢山の行
事で賑やかに夏の夜のひとときを楽しみました。




